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統一美化活動に参加された皆様
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主
催
　講
習
会
の
お
知
ら
せ

（１）

　
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
活
動
し
た
駅
南
口
の
デ
ッ
キ
は
、
日
頃
か
ら

専
門
の
事
業
者
に
よ
り
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
側
溝
や
植
込
み
に
は
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
ゴ
ミ
袋
な
ど
、
多
く
の
ゴ
ミ
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
は
会
員
有
志
の
皆
様
を
は
じ

め
、
麻
生
区
内
の
企
業
・
協
力
団
体
・
一
般
参

加
者
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
大
量
の
ゴ
ミ
が

収
集
さ
れ
、
駅
周
辺
が
さ
ら
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
御
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
9
月
30
日
に
南
部
事
務
所
、
中
部
事
務
所
が

参
加
予
定
だ
っ
た
美
化
活
動
は
、
大
型
台
風

の
影
響
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　（
公
社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全

国
で
「
普
及
啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
も
、

よ
り
多
く
の
方
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
新
規
会
員
の
確

保
、
並
び
に
受
注
拡

大
に
繋
が
る
よ
う
、

様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
主
な
P
R
活
動

　
・
統
一
美
化
活
動
参
加
（
9
月
）

　
・
市
内
高
齢
者
施
設
へ
の
P
R
活
動

　
・
市
内
医
療
機
関
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
・
高
津
区
役
所
広
告
モ
ニ
タ
ー
掲
示

　
・
市
内
広
報
掲
示
板
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
・
新
百
合
ヶ
丘
駅
前
で
の
P
R
活
動

　
・
シ
ニ
ア
世
代
の
情
報
誌
へ
の
掲
載

　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
崎
臨
時
ブ
ー
ス
開
設

　
・
地
域
班
、
職
群
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ

　
　
ト
配
布
活
動
　

　○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
　（
南
部
事
務
所
）　

　
・
宮
前
区
民
祭
　（
中
部
事
務
所
）

　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）

◎
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会

　「プ
ロ
か
ら
学
ぼ
う
、
清
掃
技
術
！
」

　
・
講
習
期
間
　
　
平
成
31
年
1
月
21
日（
月
）

か
ら
1
月
25
日（
金
）ま
で

（
5
日
間
）

　
・
講
習
会
場
　
　
川
崎
ビ
ル

（
川
崎
市
川
崎
区
南
町
20

―
3
）
J
R
川
崎
駅
よ
り

徒
歩
10
分

　
・
申
込
期
間
　
　
平
成
30
年
12
月
6
日（
木
）

か
ら
平
成
31
年
1
月
9
日

（
水
）ま
で

　
・
受
講
費
用
　
　
無
　
料

　
・
受
講
対
象
者
　
神
奈
川
県
内
に
お
住
ま
い

で
講
習
開
始
時
に
満
60
歳

以
上
、
受
講
後
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員

と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
け

る
方
、
ま
た
は
す
で
に
会

員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
方
法
や
詳
細
等
は
、

主
催
者
の（
公
社
）神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

　
☎
0
4
5
―
6
3
3
―
5
4
3
2

お
寺
で
法
事
の
準
備
を
一
手
に

引
き
受
け
る
松
原
さ
ん

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

就業中の松原会員

法事の会場の様子

法
事
の
手
伝
い
と
い
う
仕
事
は

年
配
の
女
性
に
頼
み
た
い
と
考
え
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
発
注

　
高
津
区
に
あ
る
お
寺
で
法
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
松
原
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
お
寺
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
寺
で
行
う
法
事
の
手
伝
い
は
、
以
前
は
親
戚
の
者

に
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
誰
か
に
頼

ま
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
こ
の
仕
事
は
丁

寧
で
気
の
利
く
年
配
者
が
い
い
と
考
え
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
発
注
し
ま
し
た
。
松
原
さ
ん
は
、
平
成

17
年
か
ら
10
年
以
上
続
け
て
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
手
早
く
て
機
転
が
利
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

法
事
の
準
備
一
切
を
一
人
で
受
け
持
つ

　
松
原
さ
ん
は
、
毎
週
土
日
に
、
お
寺
の
法
事
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
朝
8
時
の
玄
関
掃
除
か
ら
始
ま

り
、訪
問
客
が
法
事
を
待
つ
間
く
つ
ろ
ぐ
控
室
の
掃
除
、

茶
菓
の
準
備
、
本
堂
の
掃
除
や
祭
壇
に
花
や
供
物
を
備

え
る
な
ど
、
お
客
様
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
す
。
訪

問
客
が
到
着
す
る
と
、
出
迎
え
て
部
屋
に
案
内
し
、
ト

イ
レ
の
場
所
を
教
え
た
り
、
集
ま
り
具
合
を
確
認
し
た

り
と
、
お
客
様
の
様
子
に
気
を
配
り
な
が
ら
休
む
間
も

な
く
動
き
ま
す
。

　
法
事
が
始
ま
る
と
、
空
に
な
っ
た
控
室
の
茶
菓
を
片

付
け
、
部
屋
の
掃
除
を
し
て
、
次
の
訪
問
客
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
す
。
取
材
当
日
は
3
組
の
法
事
が
あ
り
ま

し
た
。
多
い
と
き
は
5
組
の
と
き
も
あ
り
、
帰
り
は
夜

に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

健
康
だ
か
ら
仕
事
が
で
き
る

仕
事
を
す
る
か
ら
健
康
で
い
ら
れ
る

　
松
原
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
働
き
に
出
た
経
験
は

な
い
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
思
い
で
会
員
登
録

を
し
た
と
の
こ
と
。
家
で
は
あ
ま
り
動
か
な
い
の
で
、

外
に
出
て
仕
事
を
し
て
い
る
ほ
う
が
健
康
だ
と
思
う
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
松
原
さ
ん
で
す
か
ら
、
仕
事
の
合
間

に
、
残
っ
た
お
花
を
整
理
し
て
ま
だ
使
え
る
も
の
を
活

用
し
た
り
、
お
線
香
に
火
が
付
き
や
す
い
よ
う
に
細
工

し
た
り
な
ど
、
周
り
を
見
回
し
て
仕
事
を
見
つ
け
て
い

ま
す
。

仕
事
と
の
相
性
が
ぴ
っ
た
り
で

年
季
が
入
っ
た
仕
事
ぶ
り

　
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
働
き
続
け
て
き
た
松
原
さ
ん

は
、
ご
住
職
や
お
寺
の
方
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
年
季
が

入
っ
た
仕
事
ぶ
り
で
す
。
滞
り
な
く
仕
事
を
進
め
て
い

る
松
原
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
単
な
る
お
手
伝
い
で
は

な
く
、
お
寺
の
方
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
仕
事

と
会
員
さ
ん
の
相
性
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
い
い
例
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。取

材
：
会
報
編
集
委
員
　
平
井
　
典
子
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介

新
任
会
員
委
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の
紹
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◇平成30年度 上半期（4月～9月分）事故発生状況

平成30年度 上半期事故状況分析

◎「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
表
彰
式

◎
健
康
管
理
と

　
　
　
　
　安
全
就
業
の
徹
底
を
！

種類 事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容区分 発生日

会員の
ひろば

（３） （２）

会
員
会
員

北部事務所
榎本 佳泰 会員

安全就業標語ポスター

受賞された 畑 順雄 会員（右）

傷害①

傷害②

傷害③

傷害④

傷害⑤

傷害⑥

傷害⑦

南部

北部

南部

中部

南部

南部

北部

就業中にバックヤードにて男性従業員が押している台車を後ろからぶつ
けられて、右足首内側を約3cm程裂傷、その後前方に倒れて、左膝打撲。
店舗前で搬入作業中に、台車で段差を乗り越えようとしたところ、台車
が倒れ、転倒した。腰を打ち、捻ってしまい痛みがひどく、整形外科を
受診した。
在庫品を2階へ運搬中、エレベーター前でつまずき転倒。右膝を床に打
ち付け、膝蓋骨を骨折（ひび）した。
剪定作業で三脚に乗って作業をしていたところバランスを崩し、とっさ
に木の枝に掴まりバランスを保とうとしたが、掴んだ桜の木の枝が腐っ
ており、そのまま地面へ落下。肩と腰を強打。救急車で病院へ搬送された。
就業後、帰宅のため、自転車で走行中、歩道と車道の段差に前輪が接触
し転倒。左足首の外側踝を骨折。
就業後、歩いている時に、歩道と車道の段差のところで転倒し、尻餅を
ついた。その際に恥骨と座骨を骨折した。
就業後、帰宅途中に雨で滑りやすくなった床に足を取られ、転倒し負傷
した。

女

男

女

男

女

女

男

70

73

69

77

76

73

76

1

2

3

4

5

6

7

商品管理

自転車及び
搬入台車の整理

軽作業

植木剪定作業

就業後、帰宅中

就業後、帰宅中

就業後、帰宅中

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

途上

途上

4月18日

5月16日

5月19日

8月30日

5月24日

7月27日

9月18日

賠責①

賠責②

賠責③

賠責④

南部

南部

北部

南部

市民の方が駐輪スペースに自転車を停めたところ、後輪が公道に出てい
て、歩行者の邪魔になるので、就業者が後輪まで駐輪スペースに入れて
もらうよう声を掛けた。その際に、自転車が重かったため、就業者が手
伝ったところ、車体を持つ場所が悪く、自転車の後輪をロックする鍵を
折ってしまった。
家事援助サービスで室内清掃を行った後、4日後位に発注者から連絡が
あり、清掃でテーブルやソファーを移動した後に、床に傷の跡がある。
その傷跡を修理してほしいとの要望を受けた。
植木作業現場で刈払機を使用し、樹木の周囲の除草作業を行っていたと
ころ、小石を跳ね、窓ガラスにあたり破損させてしまった。
会員が発注者宅で、掃除機を使用し掃除を行った。清掃終了後、掃除機
のゴミ出し用の蓋を開けようとしたところ、蓋の爪が折れてしまった。

男

女

男

女

74

75

79

71

8

9

10

11

自転車等放置
防止対策業務

家事援助

植木剪定作業

家事援助

就業中

就業中

就業中

就業中

7月24日

7月29日

9月11日

9月28日

※南部 7件　中部 1件　北部 3件　計 11件

　
前
号
で
ご
紹

介
し
ま
し
た

「
安
全
就
業
標

語
」
最
優
秀
に

選
ば
れ
た
、
畑 

順
雄
会
員
（
中

部
事
務
所
）
に

表
彰
状
の
授
与

並
び
に
記
念
品

の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
て
「
安
全
就
業
標

語
ポ
ス
タ
ー
」
の
掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

①事故件数（割合）

傷害事故
7件

（63.6%）

賠償事故
4件

（36.4%）
男性
5人

（45.5％）

女性
6人

（54.5%）

②年齢別人数（割合）

70～74歳
5人

（45.5%）

65～69歳
1人

（9.0％）

技能
3件

（27.3％）

75歳以上
5人

（45.5%）
軽作業

7件
（63.6％）

事務
1件

（9.1%）

③男女別人数（割合） ④職群別人数（割合）

　
平
成
30
年
度
上
半
期
（
4
月
か
ら
9
月
）
ま
で
の
事
故

発
生
状
況
は
、
傷
害
事
故
7
件
、
賠
償
事
故
4
件
の
計
11

件
で
、
昨
年
よ
り
2
件
多
く
な
り
ま
し
た
。
事
故
内
容
と

し
て
、
傷
害
事
故
は
昨
年
と
同
じ
、
7
件
と
な
っ
て
お
り
、

賠
償
事
故
は
、
2
件
か
ら
4
件
と
2
件
増
加
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
回
、
増
加
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
今
後
も

よ
り
気
を
付
け
て
作
業
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
年
末
に
か
け
て
気
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま

す
が
、
心
と
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
仕
事
に
当
た
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
と
一
層
の
心
構
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
30
年
度
上
半
期
事
故
発
生
状
況
の
詳
細
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
就
任
さ
れ
、
御
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
会
員
委
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員

中
部
事
務
所

　戸
張

　敏
雄

　委
員

　
4
月
か
ら
安
全
・
適
正
就

業
委
員
と
し
て
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
不
安

で
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
健
康
管
理
と
安
全
就
業
の
徹
底
を
！

地
域
班
班
長

川
崎
区
東
地
域
班

　中
村

　
　加

　班
長

　
森
を
創
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー

の
除
草
作
業
や
未
就
学
児
と

接
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
年
齢
を
考

慮
し
、
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
摩
区
北
地
域
班

　加
門

　
　豊

　班
長

多
摩
区
北
班
長
に
就
任
し
た

加
門
で
す
。
麻
生
区
内
で
施

設
管
理
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

会
報
編
集
委
員

　南
部
事
務
所

　堤

　
　伸
雄

　委
員

　
高
齢
社
会
で
の
シ
ル
バ
ー

事
業
向
上
を
見
据
え
、
読
ん

で
魅
力
あ
る
一
ペ
ー
ジ
を
彩

り
、
演
出
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
事
務
所

　平
井

　典
子

　委
員

　
労
働
力
不
足
の
昨
今
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
世

の
中
を
支
え
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
頭
も
体
も
元
気

で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

北
部
事
務
所

　谷
所

　一
彦

　委
員

　
大
学
構
内
で
清
掃
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
早
朝
三
時

間
、
約
一
万
歩
歩
き
大
変
で

す
が
、
終
わ
る
と
爽
快
な
気

分
で
、
仕
事
の
後
の
一
杯
は

最
高
で
す
。

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月26日 ㈪

12月25日 ㈫

１月25日 ㈮

10月分から12月分の配分金支払
日は次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

　
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
新
年
号
（
カ
ラ
ー
）
の
表
紙
に
載
せ
る
写

真
や
絵
な
ど
、
新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
是
非
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
記
事
や
自
作
の
絵
画
・

彫
刻
な
ど
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
①
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

●
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
6 

川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

新
任
会
員
委
員
の
紹
介

新
任
会
員
委
員
の
紹
介

◇平成30年度 上半期（4月～9月分）事故発生状況

平成30年度 上半期事故状況分析

◎「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
表
彰
式

◎
健
康
管
理
と

　
　
　
　
　安
全
就
業
の
徹
底
を
！

種類 事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容区分 発生日

会員の
ひろば

（３） （２）

会
員
会
員

北部事務所
榎本 佳泰 会員

安全就業標語ポスター

受賞された 畑 順雄 会員（右）

傷害①

傷害②

傷害③

傷害④

傷害⑤

傷害⑥

傷害⑦

南部

北部

南部

中部

南部

南部

北部

就業中にバックヤードにて男性従業員が押している台車を後ろからぶつ
けられて、右足首内側を約3cm程裂傷、その後前方に倒れて、左膝打撲。
店舗前で搬入作業中に、台車で段差を乗り越えようとしたところ、台車
が倒れ、転倒した。腰を打ち、捻ってしまい痛みがひどく、整形外科を
受診した。
在庫品を2階へ運搬中、エレベーター前でつまずき転倒。右膝を床に打
ち付け、膝蓋骨を骨折（ひび）した。
剪定作業で三脚に乗って作業をしていたところバランスを崩し、とっさ
に木の枝に掴まりバランスを保とうとしたが、掴んだ桜の木の枝が腐っ
ており、そのまま地面へ落下。肩と腰を強打。救急車で病院へ搬送された。
就業後、帰宅のため、自転車で走行中、歩道と車道の段差に前輪が接触
し転倒。左足首の外側踝を骨折。
就業後、歩いている時に、歩道と車道の段差のところで転倒し、尻餅を
ついた。その際に恥骨と座骨を骨折した。
就業後、帰宅途中に雨で滑りやすくなった床に足を取られ、転倒し負傷
した。

女

男

女

男

女

女

男

70

73

69

77

76

73

76

1

2

3

4

5

6

7

商品管理

自転車及び
搬入台車の整理

軽作業

植木剪定作業

就業後、帰宅中

就業後、帰宅中

就業後、帰宅中

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

途上

途上

4月18日

5月16日

5月19日

8月30日

5月24日

7月27日

9月18日

賠責①

賠責②

賠責③

賠責④

南部

南部

北部

南部

市民の方が駐輪スペースに自転車を停めたところ、後輪が公道に出てい
て、歩行者の邪魔になるので、就業者が後輪まで駐輪スペースに入れて
もらうよう声を掛けた。その際に、自転車が重かったため、就業者が手
伝ったところ、車体を持つ場所が悪く、自転車の後輪をロックする鍵を
折ってしまった。
家事援助サービスで室内清掃を行った後、4日後位に発注者から連絡が
あり、清掃でテーブルやソファーを移動した後に、床に傷の跡がある。
その傷跡を修理してほしいとの要望を受けた。
植木作業現場で刈払機を使用し、樹木の周囲の除草作業を行っていたと
ころ、小石を跳ね、窓ガラスにあたり破損させてしまった。
会員が発注者宅で、掃除機を使用し掃除を行った。清掃終了後、掃除機
のゴミ出し用の蓋を開けようとしたところ、蓋の爪が折れてしまった。

男

女

男

女

74

75

79

71

8

9

10

11

自転車等放置
防止対策業務

家事援助

植木剪定作業

家事援助

就業中

就業中

就業中

就業中

7月24日

7月29日

9月11日

9月28日

※南部 7件　中部 1件　北部 3件　計 11件

　
前
号
で
ご
紹

介
し
ま
し
た

「
安
全
就
業
標

語
」
最
優
秀
に

選
ば
れ
た
、
畑 

順
雄
会
員
（
中

部
事
務
所
）
に

表
彰
状
の
授
与

並
び
に
記
念
品

の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
就
業
の
呼
び
か
け
と
し
て
「
安
全
就
業
標

語
ポ
ス
タ
ー
」
の
掲
示
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

①事故件数（割合）

傷害事故
7件

（63.6%）

賠償事故
4件

（36.4%）
男性
5人

（45.5％）

女性
6人

（54.5%）

②年齢別人数（割合）

70～74歳
5人

（45.5%）

65～69歳
1人

（9.0％）

技能
3件

（27.3％）

75歳以上
5人

（45.5%）
軽作業

7件
（63.6％）

事務
1件

（9.1%）

③男女別人数（割合） ④職群別人数（割合）

　
平
成
30
年
度
上
半
期
（
4
月
か
ら
9
月
）
ま
で
の
事
故

発
生
状
況
は
、
傷
害
事
故
7
件
、
賠
償
事
故
4
件
の
計
11

件
で
、
昨
年
よ
り
2
件
多
く
な
り
ま
し
た
。
事
故
内
容
と

し
て
、
傷
害
事
故
は
昨
年
と
同
じ
、
7
件
と
な
っ
て
お
り
、

賠
償
事
故
は
、
2
件
か
ら
4
件
と
2
件
増
加
し
て
い
る
状

況
で
す
。
今
回
、
増
加
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
今
後
も

よ
り
気
を
付
け
て
作
業
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
年
末
に
か
け
て
気
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま

す
が
、
心
と
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
仕
事
に
当
た
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
と
一
層
の
心
構
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
30
年
度
上
半
期
事
故
発
生
状
況
の
詳
細
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
就
任
さ
れ
、
御
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
会
員
委
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員

中
部
事
務
所

　戸
張

　敏
雄

　委
員

　
4
月
か
ら
安
全
・
適
正
就

業
委
員
と
し
て
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
不
安

で
す
が
、
精
一
杯
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
健
康
管
理
と
安
全
就
業
の
徹
底
を
！

地
域
班
班
長

川
崎
区
東
地
域
班

　中
村

　
　加

　班
長

　
森
を
創
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
な
が
ら
セ
ン
タ
ー

の
除
草
作
業
や
未
就
学
児
と

接
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
年
齢
を
考

慮
し
、
健
康
に
留
意
し
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
摩
区
北
地
域
班

　加
門

　
　豊

　班
長

多
摩
区
北
班
長
に
就
任
し
た

加
門
で
す
。
麻
生
区
内
で
施

設
管
理
業
務
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

会
報
編
集
委
員

　南
部
事
務
所

　堤

　
　伸
雄

　委
員

　
高
齢
社
会
で
の
シ
ル
バ
ー

事
業
向
上
を
見
据
え
、
読
ん

で
魅
力
あ
る
一
ペ
ー
ジ
を
彩

り
、
演
出
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
事
務
所

　平
井

　典
子

　委
員

　
労
働
力
不
足
の
昨
今
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
世

の
中
を
支
え
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
頭
も
体
も
元
気

で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

北
部
事
務
所

　谷
所

　一
彦

　委
員

　
大
学
構
内
で
清
掃
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
早
朝
三
時

間
、
約
一
万
歩
歩
き
大
変
で

す
が
、
終
わ
る
と
爽
快
な
気

分
で
、
仕
事
の
後
の
一
杯
は

最
高
で
す
。

配分金支払日

10月分

11月分

12月分

11月26日 ㈪

12月25日 ㈫

１月25日 ㈮

10月分から12月分の配分金支払
日は次のとおりとなっております。

※配分金は月末締め翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

　
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
新
年
号
（
カ
ラ
ー
）
の
表
紙
に
載
せ
る
写

真
や
絵
な
ど
、
新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
是
非
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
記
事
や
自
作
の
絵
画
・

彫
刻
な
ど
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
①
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番
号
を
明
記
し
て
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

●
送
り
先
　
〒
２
１
０
ー
０
０
２
6 

川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
ー
15

（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

経
営
課
内
　
会
報
編
集
委
員
会
事
務
局
迄

※
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

（４）

会議の様子

安全・適正就業対策会議の様子

2名体制で梯子が倒れないようロープで固定している様子

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

　平
成
30
年
9
月
11
日（
火
）

　
川
崎
市
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
の
植
木
剪
定
作

業
に
つ
い
て
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
を
取
り
な
が
ら
剪
定
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
脚
立
等
の
使
用
で
は
脚
立
が
沈

下
し
な
い
よ
う
平
坦
で
安
定
し
た
場
所
を
選
び
、
必
ず

二
人
で
脚
立
の
設
置
状
況
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
常
に

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
留
意
し
て
作
業
さ
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま

し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　平
成
30
年
7
月
13
日（
金
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成

30
年
度
「
安
全
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
選
考
に

つ
い
て
、 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業
事
業
」

の
報
告
に
つ
い
て
、 

③
平
成
29
年
度
「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
」
の
報
告
に
つ
い
て
、 

④
平
成
29
年
度

「
事
故
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説
明
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
等
各
種
事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防

★
家
事
援
助
・
育
児
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議

　平
成
30
年
8
月
28
日（
火
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
5
名
と
担
当
職
員
5
名
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
前
半
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
の
実
績
を

中
心
に
、
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
家
事
援
助
で
は
お
申
込
み
の
半
分
強
が
若
い
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
夕
方
の
調
理
依
頼
に
お

い
て
会
員
と
の
条
件
が
合
わ
ず
就
業
に
結
び
つ
か
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
育
児
支
援
で
は
様
々
な
お

子
様
が
い
る
た
め
、
お
子
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
の

に
想
定
以
上
の
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
そ

の
他
と
し
て
、
育
児
支
援
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
緊
急
時
対
応
、
鍵
預
か
り
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し

た
。

対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
所

で
は
、
長
時
間
炎
天
下
で
の
作
業
が
多
い
植
木
班
と
除

草
班
の
会
員
を
対
象
に
「
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
知
に
よ
り
周
知
し
た
こ
と
や
、
事
務
所
内
に

注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
来
所
し
た
会
員
に

対
し
て
も
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議

　平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
第
1
回
事

務
所
地
域
班
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成
30

年
度
の
中
部
事
務
所
の
地
域
班
の
年
間
活
動
に
つ
い
て
、 

②
中
部
事
務
所
の
平
成
29
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
々

か
ら
は
、
中
部
事
務
所
の
就
業
率
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

及
び
巡
回
指
導

平
成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
で
起
き
た

事
故
発
生
状
況
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
に
つ

い
て
の
分
析
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
取
組
み
及

び
本
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
後
は
、
麻
生
区
に
あ
る
柿
生
分
庁
舎
の
施
設
管

理
業
務
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
庁
舎
内
の
整
理
整
頓
作
業
を
行
う
際
に
は
、

「
作
業
中
」
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交

代
制
に
よ
る
就
業
で
あ
る
た
め
、
健
康
管
理
に
留
意
し

て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

◆
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は 

①
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告 

②
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
に
向
け
て
、
多
摩
区
・

麻
生
区
の
各
地
区
に
地
域
班
が
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
活

動
を
は
じ
め
、
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
が
決

定
し
ま
し
た
。

◆
除
草
作
業
説
明
会

平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
除
草
作
業
希
望
者
に
向

け
た
除
草
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
除
草
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業

上
の
注
意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
ら

は
「
作
業
を
き
っ
か
け
に
仲
間
作
り
を
し
た
い
。」
等

の
御
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
今
後
の

除
草
作
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
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よ
り
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地域班連絡会議の様子

除草作業説明会の様子

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

　平
成
30
年
9
月
11
日（
火
）

　
川
崎
市
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
の
植
木
剪
定
作

業
に
つ
い
て
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
を
取
り
な
が
ら
剪
定
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
脚
立
等
の
使
用
で
は
脚
立
が
沈

下
し
な
い
よ
う
平
坦
で
安
定
し
た
場
所
を
選
び
、
必
ず

二
人
で
脚
立
の
設
置
状
況
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
常
に

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
留
意
し
て
作
業
さ
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま

し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　平
成
30
年
7
月
13
日（
金
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成

30
年
度
「
安
全
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
選
考
に

つ
い
て
、 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業
事
業
」

の
報
告
に
つ
い
て
、 

③
平
成
29
年
度
「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
」
の
報
告
に
つ
い
て
、 

④
平
成
29
年
度

「
事
故
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説
明
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
等
各
種
事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防

★
家
事
援
助
・
育
児
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議

　平
成
30
年
8
月
28
日（
火
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
5
名
と
担
当
職
員
5
名
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
前
半
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
の
実
績
を

中
心
に
、
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
家
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援
助
で
は
お
申
込
み
の
半
分
強
が
若
い
世
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と

な
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て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
夕
方
の
調
理
依
頼
に
お

い
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会
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と
の
条
件
が
合
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ず
就
業
に
結
び
つ
か
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
育
児
支
援
で
は
様
々
な
お

子
様
が
い
る
た
め
、
お
子
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
の

に
想
定
以
上
の
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
そ

の
他
と
し
て
、
育
児
支
援
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
緊
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時
対
応
、
鍵
預
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り
に
つ
い
て
も
検
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し
ま
し
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。
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の
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を
行
い
ま
し
た
。
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所

で
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長
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炎
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下
で
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多
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と
除
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を
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「
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の
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に
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と
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う
通
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と
や
、
事
務
所
内
に
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喚
起
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ス
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を
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し
、
来
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た
会
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に

対
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て
も
、
注
意
喚
起
を
行
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い
る
こ
と
を
説
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連
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中
部
事
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所
会
議
室
に
て
、
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成
30
年
度
第
1
回
事
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所
地
域
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連
絡
会
議
を
開
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し
ま
し
た
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30
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度
の
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部
事
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所
の
地
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の
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間
活
動
に
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所
の
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29
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の
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に
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資
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に
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て
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明
を
行
い
ま
し
た
。
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さ
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方
々
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は
、
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所
の
就
業
率
等
に
つ
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て
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問
が

あ
り
ま
し
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・
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正
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会
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し
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。
今
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前
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度
に
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セ
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ー
で
起
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た

事
故
発
生
状
況
の
報
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を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
に
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の
分
析
及
び
再
発
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に
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た
対
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を
協
議
し
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し
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。
ま
た
、
熱
中
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予
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に
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て
の
取
組
み
及

び
本
年
度
の
実
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計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
後
は
、
麻
生
区
に
あ
る
柿
生
分
庁
舎
の
施
設
管

理
業
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の
巡
回
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を
実
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し
ま
し
た
。
作
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
庁
舎
内
の
整
理
整
頓
作
業
を
行
う
際
に
は
、

「
作
業
中
」
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交

代
制
に
よ
る
就
業
で
あ
る
た
め
、
健
康
管
理
に
留
意
し

て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
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成
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回
事
務
所
地
域
連
絡
会
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た
。

今
回
は 

①
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ン
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の
近
況
報
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セ
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事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
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今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
に
向
け
て
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多
摩
区
・

麻
生
区
の
各
地
区
に
地
域
班
が
チ
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シ
を
配
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る
活
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線
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ヶ
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、
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加
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た
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成
30
年
8
月
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）
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部
事
務
所
会
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室
に
て
、
除
草
作
業
希
望
者
に
向

け
た
除
草
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
除
草
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業

上
の
注
意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
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は
「
作
業
を
き
っ
か
け
に
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間
作
り
を
し
た
い
。」
等

の
御
意
見
も
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た
だ
き
ま
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。

　
今
回
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会
に
参
加
さ
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た
方
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は
、
今
後
の

除
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。
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会議の様子

安全・適正就業対策会議の様子

2名体制で梯子が倒れないようロープで固定している様子
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）
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崎
市
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部
身
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障
害
者
福
祉
会
館
の
植
木
剪
定
作

業
に
つ
い
て
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
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ダ
ー
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
を
取
り
な
が
ら
剪
定
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
脚
立
等
の
使
用
で
は
脚
立
が
沈

下
し
な
い
よ
う
平
坦
で
安
定
し
た
場
所
を
選
び
、
必
ず

二
人
で
脚
立
の
設
置
状
況
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
常
に

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
留
意
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て
作
業
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れ
る
よ
う
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し
ま
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。
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室
に
て
、
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30
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度
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
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①
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成

30
年
度
「
安
全
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
選
考
に

つ
い
て
、 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業
事
業
」

の
報
告
に
つ
い
て
、 

③
平
成
29
年
度
「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
」
の
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告
に
つ
い
て
、 

④
平
成
29
年
度

「
事
故
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説
明
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
等
各
種
事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防

★
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・
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30
年
8
月
28
日（
火
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
5
名
と
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当
職
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に
よ
り
、
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度
前
半
の
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援
助
・
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児
支
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の
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を

中
心
に
、
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
実
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し
ま
し
た
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家
事
援
助
で
は
お
申
込
み
の
半
分
強
が
若
い
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
夕
方
の
調
理
依
頼
に
お

い
て
会
員
と
の
条
件
が
合
わ
ず
就
業
に
結
び
つ
か
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
育
児
支
援
で
は
様
々
な
お

子
様
が
い
る
た
め
、
お
子
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
の

に
想
定
以
上
の
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
そ

の
他
と
し
て
、
育
児
支
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に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
緊
急
時
対
応
、
鍵
預
か
り
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し

た
。

対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
所

で
は
、
長
時
間
炎
天
下
で
の
作
業
が
多
い
植
木
班
と
除

草
班
の
会
員
を
対
象
に
「
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
知
に
よ
り
周
知
し
た
こ
と
や
、
事
務
所
内
に

注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
来
所
し
た
会
員
に

対
し
て
も
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議

　平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
第
1
回
事

務
所
地
域
班
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成
30

年
度
の
中
部
事
務
所
の
地
域
班
の
年
間
活
動
に
つ
い
て
、 

②
中
部
事
務
所
の
平
成
29
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
々

か
ら
は
、
中
部
事
務
所
の
就
業
率
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

及
び
巡
回
指
導

平
成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
で
起
き
た

事
故
発
生
状
況
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
に
つ

い
て
の
分
析
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
取
組
み
及

び
本
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
後
は
、
麻
生
区
に
あ
る
柿
生
分
庁
舎
の
施
設
管

理
業
務
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
庁
舎
内
の
整
理
整
頓
作
業
を
行
う
際
に
は
、

「
作
業
中
」
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交

代
制
に
よ
る
就
業
で
あ
る
た
め
、
健
康
管
理
に
留
意
し

て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

◆
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は 

①
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告 
②
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
に
向
け
て
、
多
摩
区
・

麻
生
区
の
各
地
区
に
地
域
班
が
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
活

動
を
は
じ
め
、
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
が
決

定
し
ま
し
た
。

◆
除
草
作
業
説
明
会

平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
除
草
作
業
希
望
者
に
向

け
た
除
草
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
除
草
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業

上
の
注
意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
ら

は
「
作
業
を
き
っ
か
け
に
仲
間
作
り
を
し
た
い
。」
等

の
御
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
今
後
の

除
草
作
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

（５）

地域班連絡会議の様子

除草作業説明会の様子

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
巡
回
指
導

　平
成
30
年
9
月
11
日（
火
）

　
川
崎
市
南
部
身
体
障
害
者
福
祉
会
館
の
植
木
剪
定
作

業
に
つ
い
て
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
指
導
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
決
め
、

声
を
掛
け
合
い
連
携
を
取
り
な
が
ら
剪
定
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
脚
立
等
の
使
用
で
は
脚
立
が
沈

下
し
な
い
よ
う
平
坦
で
安
定
し
た
場
所
を
選
び
、
必
ず

二
人
で
脚
立
の
設
置
状
況
の
確
認
を
行
う
な
ど
、
常
に

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
に
留
意
し
て
作
業
さ
れ
る
よ
う
依
頼
し
ま

し
た
。

◎
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

　平
成
30
年
7
月
13
日（
金
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
事
務
所
安

全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成

30
年
度
「
安
全
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
選
考
に

つ
い
て
、 

②
平
成
29
年
度
「
安
全
・
適
正
就
業
事
業
」

の
報
告
に
つ
い
て
、 

③
平
成
29
年
度
「
事
務
所
安
全
・

適
正
就
業
対
策
」
の
報
告
に
つ
い
て
、 

④
平
成
29
年
度

「
事
故
発
生
状
況
」
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説
明
等

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
猛
暑
が
続
い
た
こ

と
か
ら
、
熱
中
症
等
各
種
事
故
に
関
す
る
分
析
や
予
防

★
家
事
援
助
・
育
児
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議

　平
成
30
年
8
月
28
日（
火
）

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
5
名
と
担
当
職
員
5
名
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
前
半
の
家
事
援
助
・
育
児
支
援
の
実
績
を

中
心
に
、
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
家
事
援
助
で
は
お
申
込
み
の
半
分
強
が
若
い
世
帯
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
夕
方
の
調
理
依
頼
に
お

い
て
会
員
と
の
条
件
が
合
わ
ず
就
業
に
結
び
つ
か
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
育
児
支
援
で
は
様
々
な
お

子
様
が
い
る
た
め
、
お
子
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
の

に
想
定
以
上
の
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
そ

の
他
と
し
て
、
育
児
支
援
に
係
わ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
緊
急
時
対
応
、
鍵
預
か
り
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し

た
。

対
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
事
務
所

で
は
、
長
時
間
炎
天
下
で
の
作
業
が
多
い
植
木
班
と
除

草
班
の
会
員
を
対
象
に
「
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
知
に
よ
り
周
知
し
た
こ
と
や
、
事
務
所
内
に

注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
来
所
し
た
会
員
に

対
し
て
も
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

◎
事
務
所
地
域
班
連
絡
会
議

　平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
平
成
30
年
度
第
1
回
事

務
所
地
域
班
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①
平
成
30

年
度
の
中
部
事
務
所
の
地
域
班
の
年
間
活
動
に
つ
い
て
、 

②
中
部
事
務
所
の
平
成
29
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
々

か
ら
は
、
中
部
事
務
所
の
就
業
率
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

◆
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議

及
び
巡
回
指
導

平
成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
前
年
度
に
当
セ
ン
タ
ー
で
起
き
た

事
故
発
生
状
況
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
に
つ

い
て
の
分
析
及
び
再
発
防
止
に
向
け
た
対
策
を
協
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
取
組
み
及

び
本
年
度
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
後
は
、
麻
生
区
に
あ
る
柿
生
分
庁
舎
の
施
設
管

理
業
務
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
作
業
を
行
う

に
あ
た
り
、
庁
舎
内
の
整
理
整
頓
作
業
を
行
う
際
に
は
、

「
作
業
中
」
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
来
庁
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
就
業
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交

代
制
に
よ
る
就
業
で
あ
る
た
め
、
健
康
管
理
に
留
意
し

て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

◆
事
務
所
地
域
連
絡
会
議平

成
30
年
7
月
12
日（
木
）

　
第
1
回
事
務
所
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は 

①
セ
ン
タ
ー
の
近
況
報
告 
②
セ
ン
タ
ー
事
業

普
及
啓
発
促
進
月
間
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
セ
ン
タ
ー
の
P
R
に
向
け
て
、
多
摩
区
・

麻
生
区
の
各
地
区
に
地
域
班
が
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
活

動
を
は
じ
め
、
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
へ
の
参
加
が
決

定
し
ま
し
た
。

◆
除
草
作
業
説
明
会

平
成
30
年
8
月
21
日（
火
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
て
、
除
草
作
業
希
望
者
に
向

け
た
除
草
作
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
は
、
除
草
作
業
の
流
れ
・
見
積
方
法
・
作
業

上
の
注
意
事
項
等
を
座
学
形
式
で
行
い
、
受
講
者
か
ら

は
「
作
業
を
き
っ
か
け
に
仲
間
作
り
を
し
た
い
。」
等

の
御
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
説
明
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
、
今
後
の

除
草
作
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
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統一美化活動に参加された皆様

市
内
統
一
美
化
活
動（
9
月
28
日
）に

北
部
事
務
所
が
参
加
し
ま
し
た

市
内
統
一
美
化
活
動（
9
月
28
日
）に

北
部
事
務
所
が
参
加
し
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

主
催
　講
習
会
の
お
知
ら
せ

（１）

　
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
活
動
し
た
駅
南
口
の
デ
ッ
キ
は
、
日
頃
か
ら

専
門
の
事
業
者
に
よ
り
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
側
溝
や
植
込
み
に
は
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
・
ゴ
ミ
袋
な
ど
、
多
く
の
ゴ
ミ
が
あ
り

ま
し
た
。
当
日
は
会
員
有
志
の
皆
様
を
は
じ

め
、
麻
生
区
内
の
企
業
・
協
力
団
体
・
一
般
参

加
者
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
大
量
の
ゴ
ミ
が

収
集
さ
れ
、
駅
周
辺
が
さ
ら
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
御
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
9
月
30
日
に
南
部
事
務
所
、
中
部
事
務
所
が

参
加
予
定
だ
っ
た
美
化
活
動
は
、
大
型
台
風

の
影
響
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　（
公
社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め
、
全

国
で
「
普
及
啓
発
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
も
、

よ
り
多
く
の
方
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
新
規
会
員
の
確

保
、
並
び
に
受
注
拡

大
に
繋
が
る
よ
う
、

様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
主
な
P
R
活
動

　
・
統
一
美
化
活
動
参
加
（
9
月
）

　
・
市
内
高
齢
者
施
設
へ
の
P
R
活
動

　
・
市
内
医
療
機
関
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
・
高
津
区
役
所
広
告
モ
ニ
タ
ー
掲
示

　
・
市
内
広
報
掲
示
板
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
・
新
百
合
ヶ
丘
駅
前
で
の
P
R
活
動

　
・
シ
ニ
ア
世
代
の
情
報
誌
へ
の
掲
載

　
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
崎
臨
時
ブ
ー
ス
開
設

　
・
地
域
班
、
職
群
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ

　
　
ト
配
布
活
動
　

　○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
　（
南
部
事
務
所
）　

　
・
宮
前
区
民
祭
　（
中
部
事
務
所
）

　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り
（
北
部
事
務
所
）

◎
ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会

　「プ
ロ
か
ら
学
ぼ
う
、
清
掃
技
術
！
」

　
・
講
習
期
間
　
　
平
成
31
年
1
月
21
日（
月
）

か
ら
1
月
25
日（
金
）ま
で

（
5
日
間
）

　
・
講
習
会
場
　
　
川
崎
ビ
ル

（
川
崎
市
川
崎
区
南
町
20

―
3
）
J
R
川
崎
駅
よ
り

徒
歩
10
分

　
・
申
込
期
間
　
　
平
成
30
年
12
月
6
日（
木
）

か
ら
平
成
31
年
1
月
9
日

（
水
）ま
で

　
・
受
講
費
用
　
　
無
　
料

　
・
受
講
対
象
者
　
神
奈
川
県
内
に
お
住
ま
い

で
講
習
開
始
時
に
満
60
歳

以
上
、
受
講
後
に
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員

と
し
て
ご
登
録
い
た
だ
け

る
方
、
ま
た
は
す
で
に
会

員
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
方
法
や
詳
細
等
は
、

主
催
者
の（
公
社
）神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　

　
☎
0
4
5
―
6
3
3
―
5
4
3
2

お
寺
で
法
事
の
準
備
を
一
手
に

引
き
受
け
る
松
原
さ
ん

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

就業中の松原会員

法事の会場の様子

法
事
の
手
伝
い
と
い
う
仕
事
は

年
配
の
女
性
に
頼
み
た
い
と
考
え
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
発
注

　
高
津
区
に
あ
る
お
寺
で
法
事
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
松
原
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
お
寺
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
寺
で
行
う
法
事
の
手
伝
い
は
、
以
前
は
親
戚
の
者

に
頼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
人
に
代
わ
っ
て
誰
か
に
頼

ま
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
こ
の
仕
事
は
丁

寧
で
気
の
利
く
年
配
者
が
い
い
と
考
え
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
発
注
し
ま
し
た
。
松
原
さ
ん
は
、
平
成

17
年
か
ら
10
年
以
上
続
け
て
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
手
早
く
て
機
転
が
利
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

法
事
の
準
備
一
切
を
一
人
で
受
け
持
つ

　
松
原
さ
ん
は
、
毎
週
土
日
に
、
お
寺
の
法
事
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
朝
8
時
の
玄
関
掃
除
か
ら
始
ま

り
、訪
問
客
が
法
事
を
待
つ
間
く
つ
ろ
ぐ
控
室
の
掃
除
、

茶
菓
の
準
備
、
本
堂
の
掃
除
や
祭
壇
に
花
や
供
物
を
備

え
る
な
ど
、
お
客
様
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
す
。
訪

問
客
が
到
着
す
る
と
、
出
迎
え
て
部
屋
に
案
内
し
、
ト

イ
レ
の
場
所
を
教
え
た
り
、
集
ま
り
具
合
を
確
認
し
た

り
と
、
お
客
様
の
様
子
に
気
を
配
り
な
が
ら
休
む
間
も

な
く
動
き
ま
す
。

　
法
事
が
始
ま
る
と
、
空
に
な
っ
た
控
室
の
茶
菓
を
片

付
け
、
部
屋
の
掃
除
を
し
て
、
次
の
訪
問
客
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
す
。
取
材
当
日
は
3
組
の
法
事
が
あ
り
ま

し
た
。
多
い
と
き
は
5
組
の
と
き
も
あ
り
、
帰
り
は
夜

に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

健
康
だ
か
ら
仕
事
が
で
き
る

仕
事
を
す
る
か
ら
健
康
で
い
ら
れ
る

　
松
原
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
働
き
に
出
た
経
験
は

な
い
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
思
い
で
会
員
登
録

を
し
た
と
の
こ
と
。
家
で
は
あ
ま
り
動
か
な
い
の
で
、

外
に
出
て
仕
事
を
し
て
い
る
ほ
う
が
健
康
だ
と
思
う
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
松
原
さ
ん
で
す
か
ら
、
仕
事
の
合
間

に
、
残
っ
た
お
花
を
整
理
し
て
ま
だ
使
え
る
も
の
を
活

用
し
た
り
、
お
線
香
に
火
が
付
き
や
す
い
よ
う
に
細
工

し
た
り
な
ど
、
周
り
を
見
回
し
て
仕
事
を
見
つ
け
て
い

ま
す
。

仕
事
と
の
相
性
が
ぴ
っ
た
り
で

年
季
が
入
っ
た
仕
事
ぶ
り

　
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
働
き
続
け
て
き
た
松
原
さ
ん

は
、
ご
住
職
や
お
寺
の
方
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
年
季
が

入
っ
た
仕
事
ぶ
り
で
す
。
滞
り
な
く
仕
事
を
進
め
て
い

る
松
原
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
単
な
る
お
手
伝
い
で
は

な
く
、
お
寺
の
方
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
仕
事

と
会
員
さ
ん
の
相
性
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
い
い
例
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。取

材
：
会
報
編
集
委
員
　
平
井
　
典
子


